
費　目 補正予算 補正後予算 主な内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議会費 8447

総務費 7231 26億0539
庁舎（三和共同福祉施設改修など）2,659、豊松平谷住宅277、年賀はがき
100、総合開発特別会計繰出4,484

民生費 2067 21億4619 いずみ保育所給水施設1,722、福祉医療ｼｽﾃﾑ95

衛生費 288 14億3138 やすらぎ苑施設水道53

農林水産費 -▲925 12億9024
新規就農・地域営農・園芸ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽなど830、豊松陽光の里ﾄｲﾚ196、産地
ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ974、ひろしま農業創生1050、地籍調査▲4,089、中山間▲210

商工費 343 2億6013 自然公園管理（スコラ）140、（きのこの森遊具解体）164

土木費 280 6億2616 公営住宅管理（神石）279

消防費 5 4億4602 消防屯所5

教育費 354 7億5875 神中高原寮34、油木豊松ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ整備122、豊松三和体育館修繕195

災害復旧費 3

公債費 22億6397

諸支出金 610 4億4980
財政調整基金積立54、減債基金積立11、保健医療福祉基金積立154、企
業立地基金積立115

予備費 4000

合　計 1億0253 124億0253

　　　　平成３０年６月補正（一般会計）

（単位：万円）四捨五入

６
月
補
正
予
算
は
表
（
総
括
表

は
次
ペ
ー
ジ
）
の
と
お
り
で
す
。

合
計
で
２
億
８
９
６
万
円
の
増

額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
定
住
団
地
に
追
加
補
正

町
は
移
住
定
住
を
促
進
し
、
人

口
増
（
流
出
減
）
を
図
る
た
め
に

井
関
地
区
に
第
２
定
住
団
地
整
備

を
計
画
し
て
い
る
が
用
地
購
入

（
１
．
７㏊

）
費
と
し
て
１
０
９
４

万
円
、
測
量
設
計
委
託
料
３
３
９

０
万
円
を
追
加
補
正
し
た
。

住
宅
用
団
地
の
売
却

豊
松
新
平
谷
住
宅
団
地
用
地

超
格
安
で
３
区
画
（
１
区
画

８６

坪
）
を
豊
松
小
学
校
へ
の
入
学
を

条
件
に
子
育
て
世
代
（
町
外
居
住

者
）
へ
売
却
す
る
。

施
設
修
繕
・
測
量
に
２
７
７
万
円

を
計
上
し
た
。

三
和
共
同
福
祉
施
設
改
修

庁
舎
新
築
工
事
に
伴
う
保
健
セ
ン

タ
ー
解
体
に
よ
り
保
健
課
が
三
和
共

同
福
祉
施
設
に
移
転
、
仮
事
務
所
を

整
備
の
た
め
改
修
費
２
４
６
６
万
円

を
追
加
補
正
。

工
期
は
９
月
か
ら

１１
月

１５
日
。

１２
月
中
に
移
転
。
移
転
後
解
体
。

城
下
町
（オ
リ
ジ
ナ
ル
）
年
賀
状
の

発
行
に
１
０
０
万
円
予
算
化

町
の
情
報
を
載
せ
た
年
賀
状
を
５

万
枚
発
行
す
る
。

１
枚

６２
円
を

５７
円
で
発
行
。

町
独
自
の
お
年
玉
が
当
た
る
企
画

で
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

発行 神石高原町議会議員

木野山孝志 後援会
平成３０年０７月１５日 ＮＯ.４８

発行責任者：橋迫芳隆

神石高原町父木野２９５３－１

ホームページ http://www7a.biglobe.ne.jp/~t-kinoyama/

６
月
定
例
会
は
７
日
か
ら

１２
日
ま
で
開
か
れ
、
平
成

３０
年
度
各
会
計

補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

１５
議
案
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お

り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
、
平
成

２９
年

度
各
第
３
セ
ク
タ
ー
経
営
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

６月

定例会



６月補正額 ６月補正後予算額 適　　用

1億0253 124億0253

685 9億7735 基金積立564

848 3億9388 一般会計繰出し795

3598 18億2848
一般会計繰出し715、国庫償還

2,715

663 2億1913 施設修繕574

6240

365 2億4065 施設維持365

10

4484 6294
第２住宅団地（用地購入）

1 ,094 ,（測量設計など）3 ,390

1億0643 37億8493

5億8191

2億0896 167億6937

1億0643 43億6684

会　計　名

単位：万円（四捨五入）

H３０年度

平成３０年度予算会計別総括表

病 院 事 業 会 計

合　　　計

特別会計計

特別会計＋病院事業会計

一　　般　　会　　計

特

　

別

　

会

　

計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

平
成

２９
年
度
事
業
で

３０
年
度
に
繰
り
越

さ
れ
る
も
の
で
主
な
も
の

・
新
庁
舎
建
設
事
業
（
基
本
設
計
な
ど
）

               

３
０
８
９
万
円

・
地
域
参
加
映
画
制
作  

７
０
０
万
円

・
地
籍
調
査
（
豊
松
地
区
）
４
３
９
２
万
円

おもなもの

＜町国民健康保険条例の一部改正＞

○課税限度額の引き上げ。 基礎課税額 ５４万円→５８万円

○軽減判定所得の見直し。＊５割軽減（２７万円→２７．５万円） ２割軽減（４９万円→５０万円）

＜町税条例の一部改正＞

○基礎控除額・非課税限度額の引き上げ １０万円

○固定資産税 課税対象者・・・家屋所有者以外のものが付帯設備を付けた場合対象者となる。

○固定資産税の減額・・・中小企業の生産向上に資するため新規設備の固定資産税を３年間⇒０円とする。

○再生エネルギー施設の固定資産税割合の新設

○たばこ税の改正 製造たばこ区分の新設（加熱式たばこの増設など）

＊たばこ税率の改正（３年間で１本当たり１円の引き上げ）

＜町税条例の一部改正＞

○井関地区に新しく「神石高原温泉」がオープン。伴って入湯税を新設。（１２歳未満非課税） ＊税率 ２０円／１人（１日）

＊目的税なので、税収分は観光振興に使用します。

   

＜がんばる神石高原町ふるさと応援条例の一部改正＞

○寄付者の思いを具体化するための事業に、

     （６）「ふるさと起業化支援プロジェクト」に関する事業、を加える。

                  ↓

※総務省は「クラウドファンディング型ふるさと納税を活用し地域課題の解決に資する企業」に対し、町がふるさと

納税額を超えない範囲で行う補助に対して、同額を特別交付税措置で支援します。

平
成
２９
年
度
繰
越
額
が
確
定

 
 

 

５
億
９
９
７
２
万
８
７
１
５
円

こ
の
内
２
憶
５
千
万
円
を
財
政
調

整
基
金
に
積
立
、
２
億
７
千
万
円
を

使
用
す
る
。
町
道
の
維
持
管
理
費
な

ど
単
独
町
費
に
使
用
さ
れ
ま
す
。



さんわ１８２ステーション
売上明細表 単位；万円

売上

市 場 売 上 高 2億6,068

売 店 売 上 高 2,134

軽 食 売 上 高 873

自 販 機 売 上 高 451

そ の 他 売 上 高 141

ロ ー ソ ン 売 上 高 1億3,667

合　　　計 4億3,334

平
成

２９
年
度
第
３
セ
ク
タ

ー
の
決
算
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。百

彩
館
・
ま
る
ご
と
市
場
を

除
き
全
て
売
上
高
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

百
彩
館
・
ま
る
ご
と
市
場
は

赤
字
決
算
と
な
っ
た
。

百
彩
館
売
上
額
は
７
５
５

２
万
円
と
前
年
対
比
８
．
５
％

減
と
な
っ
た
。
果
物
な
ど
新
商

品
の
品
ぞ
ろ
え
や
ネ
ッ
ト
販

売
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
積
極
的
に

行
っ
た
が
天
候
不
順
な
ど
で

来
店
客
数
は
減
少
、
結
果
的
に

大
き
く
売
上
額
が
減
少
し
た
。

今
年
度
１
８
２
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
と
の
統
合
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
店
舗
形
態
は
未
定

で
関
係
者
・
地
元
と
協
議
中
。

ま
る
ご
と
市
場
昨
年

１２
月

末
で
出
店
を
中
止
。
３
月

２５

日
で
閉
店
。

売
上
額
は
１
億
３
５
７
１

万
円
、
前
年
度
よ
り

２５
．
５
％

減
と
な
っ
た
。

当
期
は
通
年
の
地
代
分
と

資
金
繰
り
の
為
に
１
７
４
７

万
円
の
補
助
金
を
投
入
し
た

が
、
固
定
資
産
の
整
理
な
ど
も

含
め
１
５
４
万
円
の
赤
字
決

算
と
な
っ
た
。
前
期
か
ら
の
累

積
赤
字
の
１
０
０
万
円
を
加

え
る
と
、
２
５
４
万
円
の
マ
イ

ナ
ス
利
益
と
な
っ
た
。
何
故
か

外
部
株
主

１１
名
分

５５
万
円

を
買
戻
し
、
純
資
産
額
は
マ
イ

ナ
ス
の
９
万
３
８
６
９
円
と

な
っ
て
い
る
。

今
後
は
㈱
エ
ブ
リ
イ
へ
の

出
荷
と
な
る
が
、
２
億
円
の
神

石
産
農
産
物
の
販
売
、
最
前
線

基
地
と
し
て
の
情
報
発
信
の

役
割
な
ど
が
確
保
で
き
る
か
。

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
公
社
収
穫
事
業
・
育
苗

事
業
を
除
き
他
の
８
事
業
と

も
収
入
が
増
加
し
た
。

１
３
２
万
円
の
黒
字
。

売
上
高
は
７
４
０
８
万
円

（
６
％
増
）
。
補
助
金
収
入
は

１
７
７
５
万
円
。

ス
コ
ラ
各
種
イ
ベ
ン
ト
開

催
・
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
へ
の
合

宿
営
業
な
ど
販
売
、
企
画
へ
力

を
入
れ
集
客
数
の
増
加
な
ど

に
よ
り
売
上
高
は
９
９
０
４

万
円
と
昨
年
に
引
き
続
き
増

（
２
．
６
％
）
と
な
っ
た
。

売
上
の
伸
び
と
受
託
業
務

な
ど
に
よ
り
税
引
き
前
利
益

を
１
３
１
万
円
計
上
し
た
。

委
託
料
な
ど
町
か
ら
の
運

営
補
助
金
は
８
７
４
万
円
。

今
後
も
引
き
続
き
、
新
規
集

客
の
た
め
、
観
光
協
会
な
ど
と

の
連
携
強
化
に
よ
る
観
光
ル

ー
ト
の
拡
充
や
、
来
客
を
売
上

に
結
び
付
け
る
た
め
の
受
け

皿
づ
く
り
な
ど
企
画
力
・
営
業

力
の
強
化
に
強
め
ら
れ
た
い
。

今
年
度
は
「
帝
釈
の
湯
」
の

改
築
も
行
わ
れ
る
が
、
施
設
は

か
な
り
老
朽
化
し
て
お
り
指

定
管
理
の
在
り
様
も
再
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ん
わ
１
８
２
ス
テ
ー
シ

ョ
ン天

候
不
順
、
農
作
物
の
不
作

に
よ
り
来
客
数
４
３
万
５
２

７
８
人
（
▲
１
％
）
と
な
っ
た

が
、
売
上
は
４
億
３
４
０
３
万

円
（

６８
．
５
万
円
増
）
と
僅

か
増
と
な
っ
た
。

来
客
層
の
内
、
約
７
割
が
福

山
エ
リ
ア
か
ら
で
あ
り
、
売
上

は
昨
年
に
引
き
続
き
ロ
ー
ソ

ン
部
門
（
約
４
％
増
）
を
除
き

各
部
門
と
も
１
～

４３
％
減
少

し
た
。
（
自
販
機
▲

４２
％
）

税
引
き
前
利
益

３２
万
円
を

計
上
し
た
。
町
や
県
か
ら
の
委

＊表の見方   単位；万円

上段の数値：総収入

下段の数値：総費用

託
・
補
助
金
は
約
２
１
６
万

円
。
他
に
、
特
定
役
員
報
酬
へ

の
町
か
ら
の
特
別
補
助
金
が

６
６
８
万
円
あ
る
。

ロ
ー
ソ
ン
に
つ
い
て
は
、
６

年
を
経
過
し
、
経
営
収
支
は
、

少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
ま
す

が
、
地
域
性
、
冬
季
の
道
路
条

件
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
で
の

店
舗
展
開
な
ど
、
問
題
、
課
題

は
開
店
初
年
度
と
あ
ま
り
変

わ
り
無
く
経
営
は
厳
し
い
。

「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
は
町
長

の
公
約
で
、
遊
具
の
設
置
を
手

始
め
に
今
年
度
中
に
改
修
予

定
で
す
が
、
売
り
場
面
積
や
駐

車
場
確
保
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
の

運
営
な
ど
課
題
は
山
積
み
。

ま
た
、
百
彩
館
と
の
統
合
、

㈱
エ
ブ
リ
イ
へ
の
出
荷
に
伴

う
農
生
産
物
の
確
保
体
制
な

ど
、
ど
う
す
る
の
か
。

昨
年
の
一
般
質
問
再
見
を
。



教
育
長

①
町
内
産
物
を
食
材
と

し
て
使
用
し
て
い
る
。
安
定
的
供

給
が
困
難
で
あ
り
活
用
は
限
定
的

だ
。今

後
も
様
々
な
工
夫
を
行
い
地

産
地
消
に
努
め
る
。

町
長

①
保
育
所
で
は
，
町
内
産

の
米
を
利
用
。
地
産
地
消
給
食
を

年
１
～
２
回
実
施
し
て
い
る
。

②
町
内
小
中
学
校
へ
野
菜
な
ど

を
，
産
直
市
場
を
通
じ
て
提
供
し

て
い
る
。

加
工
品
は
，
町
有
加
工
処
理
施

設
で
加
工
。
産
直
市
場
で
販
売
。

利
益
率
の
高
い
加
工
品
は
，
６

次
産
業
化
に
併
せ
て
進
め
る
。

③
高
原
の
風
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
原

材
料
は
主
に
町
内
産
を
使
用
し
，

地
産
地
消
と
農
家
の
所
得
増
大
を

目
指
し
て
い
る
。

福
祉
施
設
で
は
、
食
材
を
地
元

農
家
や
産
直
市
場
か
ら
購
入
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
で
は
，
町
内
産

の
米
や
野
菜
を
購
入
。
地
産
地
消

に
努
め
て
い
る
。

④
地
産
地
消
と
い
う
観
点
か
ら
す

れ
ば
，
町
と
し
て
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
は
無
い
が
，

例
え
ば
，「
神
石
高
原
ラ
ン
チ
」
で

は
食
材
に
地
元
産
品
を
取
り
入

れ
，
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

⑤
町
は
，「
地
産
地
消
」
の
取
組
み

の
啓
発
活
動
が
大
切
と
考
え
て
お

り
、
今
後
は
，
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

取
ら
え
て
，
推
進
し
て
い
く
。

町
内
消
費
量
を
上
回
る
町
内
産
生

産
物
に
つ
い
て
は
，
積
極
的
に
「
外

に
」
打
っ
て
出
る
，
所
謂
「
地
産

外
消
」
を
今
後
強
力
に
推
進
す
る
。

木
野
山

地
元
産
消
費
状
況
は
。

教
育
課
長

町
内
全
体
で
約
６
０

０
食
作
っ
て
い
る
。
安
定
供
給
や

価
額
面
な
ど
で
課
題
も
多
く
、
地

元
産
は
少
な
い
。

木
野
山

地
元
産
の
使
用
目
標
値

を
具
体
的
に
定
め
計
画
生
産
で
対

応
で
き
な
い
か
。
少
し
ず
つ
町
内

産
を
増
や
す
努
力
が
必
要
だ
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

新
し
い

食
育
推
進
計
画
で
は
、
感
覚
的
で

な
い
増
加
目
標
値
を
検
討
す
る
。

町
長

契
約
栽
培
は
、
保
証
や
単

価
、
栽
培
環
境
な
ど
課
題
も
多
く

現
段
階
で
は
難
し
い
が
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

木
野
山

地
産
地
消
を
高
め
る
た

め
に
、
国
に
も
食
料
産
業
６
次
産

業
化
推
進
交
付
金
な
ど
多
く
の
補

助
事
業
が
あ
る
。
町
も
積
極
的
に

参
加
し
た
ら
ど
う
か
。 

 
 

 

町
長

地
産
地
消
の
推
進
は
計
画

に
沿
っ
て
進
め
た
い
。

農
水
大
臣
表
彰
「
全
国
優
良
ラ

ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
」
な
ど
町
に
於
い

て
適
用
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
取

り
組
み
た
い
。

「地産地消の推進方策は」

「地産地消」とは「地元で生産されたものを地元で消費

する」という意味で使われる。地産地消への取組みは、

地場農業を活性化させ、日本型食生活や食文化が守ら

れ、結果として食料自給率を高める。

地産地消の取組みは、誰が、どの様な範囲で。どの様

な活動を行うか分類・把握し、現状分析・成果・課題の検

討が必要だ。その意味で、行政として、食育を含めて

①学校給食（保育所、小学校、中学校）

②地場農産物の販売（加工品を含めて）

③福祉施設、観光施設（ホテル・レストラン・道の駅など）

④その他、重点的に取り組んでいるもの

について、その取り組み内容と

⑤「地産地消」の今後のより効果的な推進方策を伺う。

木
野
山

日
本
国
で
言
え
ば
景
気

は
内
需
に
左
右
さ
れ
る
。 

 
 

地
産
地
消
で
言
え
ば
地
元
の
経
済

的
な
も
の
は
地
元
で
消
費
す
る
、
町

内
の
も
の
は
１
％
で
も
多
く
町
内

で
消
費
す
る
こ
と
が
町
内
を
強
く

し
活
性
化
を
促
進
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

も
う
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
町
内
需
要

を
高
め
る
施
策
が
必
要
で
は
。 

 

町
長

商
工
会
と
も
連
携
し
町
内

の
消
費
動
向
を
細
か
く
調
査
し
対

策
を
考
え
た
い
。
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三和小学校児童による合唱


